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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月18日(2015.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　以上の課題を解決するため、本発明の測位装置は、
　所定の測位条件の成立毎に位置情報の測位を行う測位手段と、
　地域の範囲を示す複数の地点をユーザが任意に指定する指定手段と、
　この指定手段により指定された地域の範囲の外または内に、前記測位手段により測位し
た位置情報で示される現在位置が属しているか否かを判定し、該判定結果に基づいて前記
測位手段の測位条件を変更する制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の測位条件の成立毎に位置情報の測位を行う測位手段と、
　地域の範囲を示す複数の地点をユーザが任意に指定する指定手段と、
　この指定手段により指定された地域の範囲の外または内に、前記測位手段により測位し
た位置情報で示される現在位置が属しているか否かを判定し、該判定結果に基づいて前記
測位手段の測位条件を変更する制御手段と、
　を備えることを特徴とする測位装置。
【請求項２】
　前記測位手段は、所定の時間間隔で位置情報の測位を行い、
　前記制御手段は、前記地域の範囲の外または内に属しているか否かの判定結果に基づい
て前記測位手段が測位する時間間隔を変更するとともに、前記地域の範囲の外または内に
属していると判定されたときにおいて前記測位手段が測位する時間間隔を設定することを
特徴とする請求項１に記載の測位装置。
【請求項３】
　被写体を撮像して撮像画像情報を取得する撮像手段と、
　前記撮像手段によって撮像された撮像画像情報を記憶する記憶手段と、
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　を備えることを特徴とする請求項１又は２に記載の測位装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記地域の範囲の外または内に属していると最初に判定されてからの
経過時間を計測するとともに、前記地域の範囲の外または内に属していると判定されてい
るときにおいて前記撮像手段によって撮像画像情報が取得されたときに、該撮像画像情報
を当該撮像画像情報が取得されたときにおいて計測された経過時間に対応付けて前記記憶
手段に記憶させることを特徴とする請求項３に記載の測位装置。
【請求項５】
　前記指定手段は、２つの地点が指定された場合、当該指定された２つの地点を対角とし
た方形状の地域を前記地域の範囲とすることを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に
記載の測位装置。
【請求項６】
　前記指定手段は、３つ以上の地点が指定された場合、当該指定された各地点を結ぶこと
によって囲まれた地域を前記地域の範囲とすることを特徴とする請求項１乃至４の何れか
一項に記載の測位装置。
【請求項７】
　所定の測位条件の成立毎に位置情報の測位を行う測位手段を用いて、該測位手段の測位
条件の変更を行う測位方法において、
　地域の範囲を示す複数の地点をユーザが任意に指定する指定ステップと、
　この指定ステップにより指定された地域の範囲の外または内に、前記測位手段により測
位した位置情報で示される現在位置が属しているか否かを判定し、該判定結果に基づいて
前記測位手段の測位条件を変更する制御ステップと、
　を備えていることを特徴とする測位方法。
【請求項８】
　所定の測位条件の成立毎に位置情報の測位を行う測位手段から測位結果を入力して、前
記測位手段の測位条件の変更を行うコンピュータを、
　地域の範囲を示す複数の地点をユーザが任意に指定する指定手段、
　この指定手段により指定された地域の範囲の外または内に、前記測位手段により測位し
た位置情報で示される現在位置が属しているか否かを判定し、該判定結果に基づいて前記
測位手段の測位条件を変更する制御手段、
　として機能させるためのプログラム。
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